
セッション 4 r q:.ぴヒf<j:J

いま、教育がな lうるよヒ

セッション4 r学びと紳j

ひとを育てるまち/まちを創るひと

講師プロフィール :清原慶子 (きよはら ・けいこ)

東京都三鷹市長

虚慮義盛大学、同大学院で学び、ルーテル学院大学文

学部教媛、東京工科大学メディア学部教浸 ・学部長等

を経て、2∞3年(平成15年)第6fl;;三鷹市長に就任(現

在2期目)。総務省情報通信審議会、国土交通省国土

審議会、厚生労働省社会保障審議会少子化対策特別部

会などの委員を務め、市民や自治体の声の反映に努め

ている。学生時代からの市民参加と協働の経験を生力、

し、市民参加と協働を地域主権の原動力とした創造的

な自治体経営を進める。
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市長、 議会、そして市民

学校を骸としたコミュニティづくりを

人間力の向上をめざす小中一貫教育

「市民jを育む教育

I民学産公Jをつなぎ地域に活かす

協働の意昧するもの

テーマごとの活動を支援する市民協働センター

パートナーシップで築くまちづくり

「ひとを育てるまちJと[まちを創るひとJ



2l 世紀かながわ円卒会議

条かれる都市ヒ池域の未未~人のJ持・ 3ヒイじの絡を紡ぐ~

セッション4r学びと紳」

ひとを育てるまち/まちを創るひと

{参加と協働のまちづくりjを自治基本条例に

三間rl1長のi，'i}J;t I岩f乙です。私は fひとを行てるまち

/まちを削るひと」というテーマで、 三附 rlîの~~体的

な取組み引例をご制介しながら、地域社会で fどもも

A人もそれぞれが行ち什う安についてお話しさせてい

ただきます。まずさ附rliについてですが、点以の23区

と多j事のちょうど境11にある rliて守あり、 l目的が16.5平

/jキロです。今{I:(、|三成22{1三)でIIflから rliになって60

作、人円は昨年の10)Jll1以降、 18万人を起えました。

一般会計予n:は、今年度のさli初、約611他I'Jで、特別

会l汁を含めて約1，000俗川の脱税となっており、地方

交付税の不交付川{本です。特徴としましては、武Ji:長野

の面絡を践す住宅 ~11rliであることが挙げられるでしょ

つ。

さて、本11は3つのことをお話ししたいと思います。

一つは「三附けir 1治地本条例と協倒Jのまちづくり J。

2つ 11に「コミュニティ ・スクーlレJ¥Qの小'1'-1'I教育

の椛進j。そして、 3つ11に f三附ネットワーク大学:

の設立とその展開Jについてです。

在、がrli長になる以前の1999{ドから2001{ドまで、以終

登録メンパー375名の~LJ公非の三附 "ì以によって構

成された、現行の江13 次J，~本構札l. J，H'リ1・1，IIjを検討す

る ~Il*拡がありました。 私は、その)th iJ代ぷの 3人の けi

民のうちの一人を務めておりました。その'"で挺案さ

れたものの一つに、，m・がrli長になっても、 rli，議会議貝

がどのような桝成になっても、三附l打がこれまで続け

てきた「参加しと|崩仙のまちづくり Jを縦続していける

ように、それをr1 ih J，~.Iþ:条例としてきちんと {立川づけ

てほしいという必引がありました。そこで、 liijのrli長

がこれを受け検Aを1m始し、私がrlil~になって受け~If.

ぎ、 2006(平成18)作4)Jに施行したのが 「三附1打(1

i台地本条例j です。これは、 三間"iが従米から取り高Il

んできた↑11j報公|j1・1やオンブズマンmリj立、パートナー

シップ協定による rliJ.'己参)111について明文化し、さら に

はパブリックコメン ト制度、得議会等の公1m、住民投

消j京鹿子(東京都三}J.~~ ，ti長)

烈iliリj立も合んでおります。本11は、このn治J点本条例

の1'1
'
で教内ーにかかわる部分についてお話しさせていた

だきます。

市民がともに責任を担い合う自治

r 1 i台以本条例のliiJ文ーには、 r，ti民にと って以も身近

な政府である三附rliは、リil¥!.の19J待に応え、 rli以のた

めのまちづくりを進めるとともに、まちづくりを判う

多くの人びとが、参加し、 U)Jけ什い、そしてともに山

任を担い合う協働のまちづくりを進めることを J，~ ，制と

し..J Z:々 とあります。この「ともに点任を11t~ 、 fT う J

という部分については、 rli議会の条例を術議する特別

安11会でもかなり議論になりました。rli長やrli議会の

みならず、 rlj民にufでを求めるのかというJ高論です。

でも、広川先生が先ほどおっしゃいましたように、私

は r~'iの I~I げ?とは、 j些併でj些ばれた.fj'のみではなく、

rlí以がともに点任を11!~、介うことがE要だj と t似し、

1lJi)としていただきました。

r rli以Jの定義は、 rrli 1人lに住み、またはけi1人lで帥き、

学び、もしくは市助する人Jとしています。 「市助す

る人jを入れたとこ ろが町民です。 "j1えになる以前か

ら、多くの市助をしている/jより「実は"i民、 |ι|分は

三附に住んでもいないし、 1:地もないのでI，'ili-i:資産税

を納めている訳ではないけど、活動だけはさせても

らっています。こういうのは“rlîl~" といっていいの

かなJとお話しいただくことがあり、私は「市助する

人」も合めることにしました。

また2i132条の知3JTIには r"j l0.、 'H米~.fí叶')立び、 "j l~ 

i千は、，n阿の策定及び夫胞の泊料において、 "i1<己参加|

の夫効性をl確保し、協働のまちづくりを拙Ulliするため

に、作々の役;'IIJ、山務咋をi-Eめたパートナーシップの

引uιに|刻する協定を締結することができるJと"~かれ

ています。 日本市iではない“パートナーシップ"とい

うパAどを他うかどうか悩みましたが、対等n.を象徴す

る， i'%として、“パートナーシップ"は一般的に 11本
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人にも受け人れられている，i町長がありますので、ありよ

J't"似名のままにしました。この 「ノ号ー トナーシップの

-tw進に|刻する協定Jにつきましては、後ほどまたご制

介します。

市長、議会、そして市民

diの職11全 11 に対しては、 ~1体例も入れた三附 di11 

治法本条例ハンドブックを配っています。どういうか

たちで的報公開をしていくか、パブリックコメントは

いつの時期に行うのがよいか、さまざまな術議会で長

年委11を務めている/iがL、るルifTにはいつのH抑制に交

代すればよいかなど、さまざまなケースについて、 11

治J，~本条例を念liriに jj'( きながら Afえてもらうためのも

のです。これによって、さまざまな仕組みの公明正大

性と参加性がより刈まるという効以があるでしょう。

この条例によって、だれがdi民になったとしても、

市民の悲怠性が予防されるでしょうし、もう一万のrli

以の代ぷである，i~会の IN:~ t~lが健全に機能すれば、なお

さらのことです。 1'1 治J点本条例の~ì7 条でも di ，沼会に

ついてしっかりと tlFかれており、これはけi以には雌し

いものとなっております。di議会は rdil~のf， L元に此;

えるため、 'H案のi火山、 di政のlri悦及びけん制を行う

ものとするJとあり、また一方では、けi調会は rd1民

への的制民供を的制(I(J に打r~進するとともに、 di以に聞

かれた議会辿れに努めなければならなしリ、そして rdi 

議会の持つ権能をMA. I~!~に発fifi して的動するものとす

るJとなっておりますので、二Ie代.ldilJのもとでrlik

と議会のいい，む11本での緊仮~li.~があると~~~じています。

地域主権十1:会にli.Jけて、いまdi民)Jが試されている

のでしょう。一てj乙代ぷWIJにおいて、選挙で選ばれたd1

以が行政ょげでを以たすときに、 lsi]f;jiにj器供でj些ばれた

議会がいかに適切なチェックをするのか一一 行政や

政治をよくするためには、イi権I守の1'1治，む，識がより-

)¥yi I'::jまり、被退学付!1を行使するひとがWIえて選挙戦も

千竹山で厳しくなる/iが明ましいのでないかと感じてい

ます。

セツンヨン 4 r，子:ひヒ粋j

ひヒを寸てるまち/ まちを意'Jるひヒ

学校を核としたコミュニティづくりを

さて、それでは日体的な学校教fiのおliRをします。

実はdi1~になるときのマニフェストに f小'1 1一口教行j

を1Mげましたが、私は教f11乏ではありませんのでJ'Jら

円以をとってやるわけにはいかないと思っていまし

た。教行のカリキュラムゃ:Hlj)立2に此刊を持っているの

は教行委11会ですが、 一万でdi長も教行行政において

公ιの小学校・中学校のl泣刊行としてのfげでがありま

す。そこで、教討委11会と協議しながら、どの学校で

も白の，'，，'J~、教 f1の加供をi米|咋し、教職Llや仇:l迎行-だけ

ではなく、地域全体で fどもを行てていただく似品Ilみ

を始めました。

ですので、 1'1~hJ.t.本条例のZ1ì33条で 「教行委L1会は、

地域と辿抗協力し、{米11並行、地域fH(咋の学校辺何へ

の参J111を的閥的に進めることにより、地域の)Jを活か

し、日1].立て):;_と特色ある乍:校づくりを行うものとす

る」、そしてm2.fJjで「教円安11会は、地域此びdi1ミ
と辿別協力し、，、i吋文を伐としたコミュニティづくりを

進めるものとするJと定めさせていただきました。こ

れについても 11孔諭はありましたが、私は乍校に対して、

:_}J.(~ diにおける if[~な拠点性、そして子どもだけのかi

均J~rではない可能性を求めた次第です。

2006 (平成18)作4)Jに小'11ーは教門校のモデル校

をつくるにあたり、それに先立って、三附l打、i:Z1iJi4小

乍校の校長を私が教fiiHlに.J:fF.JE'iし、議会で退任11iJ.む

を受け教行長となりました。その教fiMから rdi長、

公、r下校の教打の.fIII念をまとめる必要がありますねJ

というおJR を受けて、 f~!lllW明大学のt:f1jfl特先生に

委Ll1毛になっていただき創期の教11のJJ々 とー紺に

r -:IJ.~Z di教行ビジョンj がまとめられました。教(jビ

ジョンでは、ゼロi段から 151凌までの 「辿抗教(jJを11

折し、特に義務教行9{r川を小rlr-I'1教(i校とするこ

と、そして、学校迎日協議会委11によるコミュニティ ・

スクール~lj のJlli'F~'にすることなどを 111\ っております。

また、私がrli長になって 3没収しました「三附ネットワー

地域主権手土会に向けて、 いま市民カが試されている ので{よ 7 一一一一
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2l世紀かながわ円卓会議

条かれる都市ヒ地域の永未~人の持・えイもの絡を紡ぐ~

教員が教之てもいいのですが、市の担当 {ている職員が話すこ

とで、 市設所の行政の仕組みが身近になります一一一

ク大学J(後ほどご制介します)と辿抑し、 三附d1に

配Flを希望する教n試験の受験者のみなさんには、 三

11'宮市の小中一口教行の理念、を学生時代から学んでいた

だいて、その上で点以仰の教員試験に介桁したら三附

けiに配置されるようなl脱出Ilみもしております。

人間力の向上をめざす小中一貫教育

三郎市は地.f!l[fIりにはクロワッサンのようなかたちを

していますが、 7つの'1'予校|天に分かれます。そこに

平成18年度にまずモデノレ校として 1'1'学校|犬、 平成20

年度に 3rl'学校|託、そして、li成21年出に 3小学校|豆と、

7 つの小学校|丞すべてに小 '1'一口教行校の学 I~ìl を 1m岡

しました。 この学I~t陥も地域の符さん、保護fí と一緒

になって考えていただきました。そして、学|ぷ|の艇も、

それぞれの地域で引徒がデザインしたり、仰いl家に頼

んだり、また卒業生に作ってもらったところもあるよ

うですし、さらには学 I~tl ~:>>:もそれぞれに作られました。

私たちは、既作の小学校、中学校を咋吊し、校合を

fT築するのではない、互いに行き米するかたちの小q，

一口教育校をつくりましたので、小学校、小学校が同

じ建物、同じ敷地にあるわけではありません。小学校

教μと中学校教只にそれぞれ互いに持務先令(小学校

教Llは，，-，学校に、 '11学校教11は小学校にj任務先令)を

しており、例えば小学校の数十あるクラブのうち、 2

つのクラブの願川を小学校の教日がしているところも

あります。教L1が小学校でも小学校でも授業をしたり、

あるいは行予で小学校の児童、中学校の生徒も相互に

交流したりすることで、小学校 ・小学校の中11以交流が

|災|られており、また、そのことによる山ii'i:'生徒に対

する適切なI'H併をJAに相談機能の充実と立t涯を行って

います。またコミュニティ ・スクーJレですので、保護

(i・や地域のひとたちがクラブ活動を支援(あるいはー

紺に市動をして)DJ)つ人に来ます。あるいは知内小学

校では、「必行支援ネッ トワークJというNPO法人が

つくられ、そこの会L1は教11の求めに)J~; じて{受業を支

仮する取組みもされています。

こうした収組みによる効以はいくつもありますが、

そのうちのーっとして、小学校 ・中学校のギャ ップが

少なくなることで、 dil人lの'1"芋l年生での不登校出1>1

不が点以怖の平均111'iを下1"1っています。また乍)Jが向

lてしてきたという効以もμられますが、いずれにしろ

小"，一口教行の11折すものは「人川力」の向 1-，て。す。

「市民jを育む教育

jぶ川先生が、これからは r1 "1民j ではなく r di l¥¥J 
を行てる教討が必要だとおIiRしされましたが、それに

|則辿して、私の立場で女11り仰ていること (diUが数行

委L1会の担当であるカリキュラムについておJRしする

のは、適切ではないとJUいますので)を、おJRしたい

と叫し、ます。

ごく以近の例ですが、 7つの7:悶のうちの一つで、

6 {1~ /tの合同授業において、身近な地域と行政につい

て，巧えるということでdiのlftHlに派m依組があり、派

Jl1しました。そのi織L1は、 宅問diのまちに必t!:な'11柄

についてみんなでJ5・えて、それぞれが一つの政党の代

ぷとしてマニフェストを作り、互いに発ぷし、，i'111i1fiし

介うという授業をしたようです。その"，で作ったマニ

フェストに|却する崎北l文を、派出されたl間Llに/1¥すだ

けではなく、 d1の行政に一冊fiイ1:を持っている rli以に

千紙を J? くことが必~であると判断した子どもたちが

市長先てに、それぞれ、こういう提案をしますから取

り組んでくださいという手紙を出してくれました。

他にもtzi境やごみ川題など、よく学校から rliの職Ll

派出の{創出が来ます。教Llが教えてもいいのですが、

rliの十I!、片しているIff&LlがIiJiすことで、 ilH泣か?の行政の

11:品Ilみが身近になります。また峨Llが、 子どもたちの

也市ーとれらの仕Jfiがどのように結びついているかを、

fどもたちの質問からJ事じl収ることによって、 l限L1の

liJfmにもつながりますので、制服的に派出をしていま

す。なお、選挙'i"O'H委L1会にも、毎年のように、投;?4

，i山|史子?と投31訂iのnll¥しの依仰があるそうです。そし

て、必~に凶じて選挙行1'H委11会の職L1も授業を辺じ
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て、選挙の|採にどのようなことをするか説明を品われ

ているようです。

またdiと教行委L1会の主催するIjl学生の，む比発点会

で、行Ijl学校に子どもたちの立比を作文としてJ?いて

もらうこともありますが、科学校が選んでくる1)作:千は、

私や教行以がひやひやはらはらするようなものも合ま

れています。つまり、 t川、換えれば、阿めて政治的な

lλnヤも選ばれており、政治についてJ5Aえること、ある

し、は縦 11\1 を思うことなどについて科学校が必~:以ヒに

抑制していないのだなということを感じています。た

だ、けiの11:'Hについて何らかの反対をぷlりlするという

ようなものはなく、今のところ何かill乱が起こるよう

なこともありません。ですので、私は、政治活動をす

ることや政治について与えること、政治や行政、進学

について、 "11，1設を仰ることについてはオープンである

ことが、まさに「参加と協働j の三間diて事は進められ

ているのではないかと々えています。

「民学産公」をつなぎ地域に活かす

また、教ftの1[)(*11みとしてもう一つ、 NPO~l;人一

的ネットワーク大学tW進機構についてご制介します。

私はdi以になるまで大学教日でしたので、大学が地域

にIJflかれていることが大変重要だと l認識していまし

た。そこで、 di1三になった2003(平成15){I:の9)1に

dil人lの大学と =主的diとご紛のあった大学や1"1立ぷ文fr

などの研究機|見|の先生方に集まっていただき、 三郎

ネットワーク大学をつくりたいので検付してほしいと

お、似し、をしました。ノぐ下:fl!llからは「そうした必fのよう

なぷを夫則するために、 diは幾らお金を11¥すのですかJ

と本11'(に，i1lかれましたが、「し、や、ほとんど11¥せませ

んが、時代から l分ぐらいの駅前のところにすごく扶い

ですが、キャンパスを川立しひともii'l~、て拠点を桝fliil

します。そして符さまには会貨を納めていただきます

が、そこでさまざまな取組みをしたしリと， 川、ました。

脱イ1:は、準備の検討期間を経て、駅に近いdiも権利を

持つJ~llil ビルの 31併に拠点を盤。iil し、多くの大学に会

セッション 4 r学びヒ持」

ひとをすてるまち / まちをかlるひと

口として人っていただいており、また独立行政法人や

大学、企業、 NPO、協同組10などの数多くの賛助会

日の方々もいらっしゃいます。

三附ネットワーク大学は、地域社会における知的

ニーズを融合して、学校法人ではない、「以学gr_公の

協働Jによる新しいかたちの地域の)('''f:を11折してい

ます。di一民が地域で寸円胤!するための医11，識や手法の取得

を支~Xlすることで、地域の人J!~を'1.:み打てる立肢をし

ています。具体的には、次の 3つの機能をQ~たしてい

ます。つまり、学びの場を払!供することで女IIJ散を叫介

にひととひとを結びつけ、玖くなる行動へのきっかけを

つかんでいただくための「教行 ・乍門機能J、111民や

教内・研究機[}!;Iと産業界の併さんを結びつけ、新しい

ものづくり、仕組みづくりを11指す「研究・開発機能j、

'~{:び方、 i動き方、生き方などを考-える dH込の符さんを

支mする「窓口 ・オ、ットワーク機能Jです。このよう

な取組みをするとともに、先ほど111し1:げた教師長成

の，ji~}^I~ rみたか教rilli弛Jや、 diの1[，似i研修も、このネッ

トワーク大?・の優れた訓rWI~II(によって凶IJH されていま

す。

協働の意昧するもの

さて続いて、「ひとをfTてるまち/まちをijlJるひと j

というテーマの後半部分である「まちを日IJるひとJに

ついてお話しします。コミュニティ ・センタ一、 di民

協働センタ一、そしてパートナーシップ協定について

順次ご制介をしたいと思います。

三附 1打はさまざまな r11!J í~)J Jの似品1Iみをしています

が、私たちは rl1!Jf!lYJ Jを rJ' 1治にかかわる地}或の11棋

をJHiし、それぞれの役'，IillをIV!liiHにし、対等の立制で

州 11: 協力をしながら、特性を111大 I~H)fHI [ し、その実現

のためにともに汗をかき、さらにはl河川lIiや改i与を行っ

ていく j というー辿のプロセスと似iiqづけています。

そして、その行政と dîl~がー紡にある収制lみをしてい

く|探の基本原l!IJとして、 r1 [棋の一銭J附!日JlII解Jr 1"1 

1:: tl:J r対等性Jr付!日のII立の咋iTur↑lej報公開j な

政治活動をする ことや政治について考える こと、政治や行政、選挙

について、知識を得ることについてはオ ープンであることが、 まさ

に f参加と協働j の三鷹市では進められているのではなし中一一
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築かれる都市ヒ地主点の未永~人のj外 文化の持を紡ぐ~

パ ー トナーシップ協定ですので、委託ではなく、

各組織埼玉独自に予算もひ とも出{、 責任lf.f:p t"喰う一一一

どを似ji'Lづけ、そして「検証評価によって縦続を決め

たり、あるいは改iqを十11互にしていく」ことを定めて

取り高1Iんでいます。

そのIIJJ(~IJ の)J;(J，'，(となるのが三的 rlîのコミュニティ行

政です。11((平1125{ドに111[から rliになり、 2、述に人11がWI

えました 11(( 平1140{1ミ代は急激な人日明により、 1 01~ も

20代もとM代も，'，ijから0:み続けている rlill..¥と、新たに

似).1;'してきたrlill..¥の川に白j僚がなかったわけではあり

ません。そこで却3代11のrlT長が提案し、 4代11、5

代11とll(i[立してきたのが、 7つのコミュニティ f1:lズ(ほ

ぽ'1'学校1>(にif(なります)において、コミュニティ ・

センターの出物を fHI..\の ~~':1~を反映して s没，îI'し ill ，没し

て、その竹i'!I日1!日を 1'11::1刊に f住民協議会」が進めて

いくという似品1Iみです。別伝、作.l!Jlについては指定作

1'!I fi-のかたちでお願いをしていますが、まさにボラン

ティアの公持のrlih!.による組織である位以協議会が取

り組んでくださっています。私は6代11のrli長ですが、

3代11が始め、これまでの市長が脈々と受け縦いでく

ださったことを引き継し、でいます。

テーマごとの活動を支援する市民協働センター

次にrlill..¥I/JJ倒センターの収品1Iみについてです。私は

rli1ーになる ，'，ijに、先ほどお話ししたl，i終世蹴メンパー

375朽の全11公必のrlT民の一人で、あり、 JUoiJ代ぷとし

て別行のJ，H~桝組・地，，-j\:，rlー而iのぶ-案を作りました。 さ

まざまなjjがいたので、そこでの訴し什いは大変でし

た。後に市議会議11になられた政治色もあるJ)や、 rli

以前動限が多いfi、一万でこれから rli以前助にデ

ビューしたいん.などもおり、そうした'1'で私はノぐ下教

11として、イ4白，uイ〈党、Ijl立を口いて迎れのuiでを-t'[っ

ていましたが、ともかくいろいろな方がし、らっしゃい

ました。 そこで私が挺~し、後に rlil-三選の公約に払jげ

たのがrli1.1..¥ I/Jl仰jセンターの1Jf.J設でした。

先ほどのコミュニティ・センターが、地域ごとのけi

1.1..¥参加|と I/JJ(~)}の拠点だとするならば， ，Ii以協働セ ン

ターは、 Iiわぱ地域を越えてテーマごとのL[X出1Iみを似
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逃するために、場の挺供と↑11叩交流をJujした出動支m
や協働推進を行うらjです。rli以協働センターは私が、1>:

成15{下4)Jにrlil乏になって、辿よく lijlからの修行の施

設があったのでそれを改装して、その作の12)Jには1jf.J

設することができました。センター辿れはき，初、行政

とrli以の共同連常を般東し、企ド'q辺!?:f委11会をIj'心に

取り品1Iんでおりましたが、 II~:{Iリ立、 NPO法人みたか

rlî民|制動ネッ ト ワークが発足し、'~:{r-:4) Jから桁A代

1'I1K-としてi!liれをお任せしています。先ほどIL川先生

がお1iRしされたように、私たち 11小;のIliJ1.1..¥は、政治的

な，ilUiiやm動に削れているfiばかりではなし、一一これ

は fどもだけではなくて、だからこそ大人もそうなの

ですが ので、この辿'川はなかなか作・坊ではありま

せん。 ただ現住は、このNPOに )ifl';l~ っていただいて、

一生懸命取組みを進めているところです。

また三附 rlí1足業公 I~ll t、私がrlî1ーになった制作の、I~

)&16年に 1m，設し、地ヌEのJ:~~ I/JJ 1， iJ ~:II i"iに指定f'f.flH行を

お願いしていますが、ここの迎jJf委11会でも、山協の

庁、 rlíの職11、さらに I~J係組織と (公必も合め) rli 1.~ 

の押さんが議論しながら辺!?与を進めていただいていま

す。

パートナーシップで築くまちづくり

三間rliは小さなrliですが、 1"1"iノ〈文台やIII，，-js:イJ三記

念館、そして三聞の森ジブリ夫術館などれ数の文化施

設があり観光資狐がありますが、それらをどのように

イi効活川していけばよいのか、 l蹴111行が181まっていませ

んでした。私は 1)9111の4{fll¥Jを使い、，m工会やrli1.11. 

の特さまに検討していただき、 1J別11の以後の{I"!こ「み

たか伺Irli観光協会Jができました。旬年にはNPO法

人の，t'訂正を受け、 JJl{_i、駅前の小さなlol先案内所を拠

点にii'r1VJしておりますが、たくさんの押さまにご協力、

あるいはこ利)IJし、ただき附rliIsU¥:;をilliめています。三

附ネッ トワーク大学があることが以Jを必し、そのILjを

前川して、 111本イi三記念館、 で:Jtiの称ジブリ JゴII:j加、

I "1iL:天文台、 1j¥1際J，c何故大γ:の桜の¥Hd:といった資制



について、 有附 r;au長成講座というかたちでお金を

払って'下んでいただき、ボランティアでガイドをして

いただいています。

また協{!li)Jということでいいますと、料化推進委11や

公 1~11 ボランティア、迫をきれいにしていただいている

「みちパートナーJ、山協の防|芸緑化車Il介など、|民|係す

るすべてのj'jに集まっていただいて、立ち 1:げた組織

である「化と似のまち三間制jti協会Jにはl作イ!'NPO

法人のl出，lJEを受けていただき、 diとパートナーシップ

|均山を訓印して、バiの緑化等の{l'Jiをやっていただい

ております。さらには、 11，1立天文f?との協闘により、

x文fi'の森の11'にある大正時代の建物を三間diがhlilJ}J 

金による子引をl[xって復えして、 }l~~ リ丘も{史って、絵

本のJl~ぷや絵本を来しむ場を提供し、1'1然や科学への

|見l心につながる活動をする場として、 f三郎rliJrl.と議

と絵本の家Jを昨年(、IL成21年) 7) J 711 に Iml~11 し、

ボランティアにも市助していただいています。

他にも、パートナーシップ協定としては、これまで、

1"1際交流協会とは外1"1料dJ民のための|的災に|則する|均

山、点以ノぐ‘?Jぐア:j比とはITを市川したrlil¥.¥参})日立1>1シ

ステムの協íl:、 竺附 l tJ 年会議所とは 1!lU/I :/.:~~111 1'rによる

dill..':什，;~会の|御山を交わしています。 パートナーシツ

プ|均kとですので、委，H:ではなく、作品Il織が犯t1'1に i'P:
もひとも 11¥し、山{壬を+1!~、 fT うというかたちをと って

います

「ひとを育てるまちjと Iまちを創るひとj

以後にまとめさせていただくと、「ひとをtiてるま

ち」ということでお，iRししたかったのは、ひとは、そ

れこそ11ft山のころから知的好奇心をJ与っていると jぷい

ますし、さまざまな市助をする際には、そのために7:

びを必~とし、 IÎIJ 1-.や改J11のために考ーえようとします。

そして1'1ら行つ)Jもありますが、他行ーがL、るなら、{山

-rr.とtiち介うことができます。多織な/1¥会い、多織な

機会、，む l :，xln~であれ、 1!1~怠 lヌ|的であれ、っそびの助がま

ちにどれだけ担かに、多IC的にあるのかということが

七 '/:，.tヨン 4 r学ぴヒー伴J

ひヒを1f-rるまち/ まちをかlるひと

イj，ìJ:義です。 私は、 「ひとを打てるまち J とは l，~本的

人権を時直した、多元的なひととひととの rll¥会いの

場j があることが大切だと思います。

そして Iまちを日'Jるひと j につきましては、私の実

体験として、大学生のころからこ附rliにrli以参加の機

会をいただL、ており、今はdi1毛にさせていただき、旬

11にように感じているのは、 di以、大乍 .!i)f究機|刻、

版業界、公共機|見|による rl¥.¥''[:pn公の協働」がノ?の三

附diの1'1治を築き、立えているということです。そし

て別イE、脱収がいまだかつてないほど治ち込んでおり

非常に汗労していますが、それでも、 di民も diの職11

も力を失わないのは、ひとの多微な活動がまちに息吹

や活力を守え、 課題fIJI('ì)~ に向けて "Jíj に i住んでいるから

です。

ここまでお話しさせていただきましたように、私は、

)J強い rdi民力Jを感じているとともに、1'1治体のiI:

引をさせていただいているウ:刷として rqi'&llJJJが欠

かせないものと}J.lっています。r，lill..':JJJと 「職LlJJJ

の州東却~*がなければ「協働J は給にlI'，'j ~、た印?となり

ます。diJ.o込た‘けでなく、職IIにどれだけ「協働力Jが

あるのかが大切であり、それを打てるのが'点はまちに

いらっしゃる「ひとJではないか、と出っております。

以|てでお訴を終わらせていただきます。ごi，'jl~t!あり

がとうございました。

職員にどれだけ f協働力j があるのかが大初であり、

それを育てるのが実はまちにいらっ {やる fひどj ではないか一一一
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